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11
月
提
出
の
競
書
の
写
真
版
全
作
品
は
、
11
月
20
日
（
木
）
よ
り
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

今月の最優秀作品

【新和様半紙】

采女　熊野　素心　濃淡、潤渇がは
っきりし、太細がきいている。語
意を大事にして読みやすい。芸術
性豊かで魅力ある作。
	 （審査評　東仲　遙邨）

【かな半紙】

書学　原地　桃香　鋒の開閉が巧み
で線の深みを感じる。潤渇の流れ
美しく悠容とした落ち着きを見せ
た秀作。	 （審査評　中條　琳音）

【漢字半紙】

書学　門田　光華　紙墨相和し意到
筆随、心のままに筆が進み乍ら三
つのさんずいの変化も自然に織り
込み緩急自在にして見事な作。
	 （審査評　池田　知之）

【新和様条幅】
岩
書
　
伊
藤
　
信
子
　
絹
目
画
仙
紙
を
駆
使
し
、
墨
色
が
自
然
で
美
し
い
。
行
の
中
心
移
動
の
巧
み
な
揺
さ
ぶ
り

で
余
白
の
生
き
た
明
る
い
作
品
と
な
っ
た
。

︵
審
査
評

　二
宮

　桂
秀
︶

【かな条幅】
い
ち
　
榊
原
由
紀
子

　温
和
な
墨
色
が
冴
え
、
緩
急
自
在
な
伸
び
や
か
な
運
筆
。
渇
筆
部
に
は
晩
秋
の
景
色

を
見
る
如
き
、
枯
淡
の
響
き
あ
り
。		

︵
審
査
評

　中
島

　永
岳
︶

【漢字条幅】
神
子
　
吉
田
　
紅
夢

　大
胆
な
大
小
の
変
化
を
持
っ
た
造
型
が
、
す
っ
き
り
と
し
た
潤
渇
と
線
条
の
大
細
に

よ
り
爽
や
か
な
快
い
息
吹
を
感
じ
さ
せ
る
秀
作
。

︵
審
査
評

　永
井

　香
樹
︶
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今月の優秀作品 漢 字 半 紙
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今月の優秀作品漢 字 条 幅

　
　
書
学
　  

木
村
　
香
織

　
　
青
雲
　  

深
谷
　
春
琴

　
　
洗
心
　  

中
村
　
草
太

　
　
大
森
　  

谷
　
　
拓
弥

　
　
書
学
　  

海
老
原
麗
子

　
　
も
も
　  

服
部
　
鮎
春

　
　
東
上
　  

齋
藤
　
　
優

　
　
大
磯
　  

岩
本
　
麗
翠

　
　
書
学
　  

石
井
　
孝
夫

　
　
幸
丘
　  
來
栖
　
智
子

　
　
書
学
　  

藤
井
　
顕
子

　
　
紅
彣

  

児
玉
　
久
容

　
　
草
扇
　  

和
田
　
恵
子

　
　
兵
庫
　  

谷
垣
　
昌
代

　
　
書
学
　  

山
本
　
恵
市

　
　
追
浜
　  

平
田
　
智
世

　
　
梧
星
　  

金
澤
　
華
煌

　
　
書
学
　  

安
田
　
朋
未

　
　
大
井
　  

遠
山
　
杏
実

　
　
書
学
　  
鈴
木
　
　
紫

　
　
書
学
　  

唐
木
真
理
子
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今月の優秀作品 か な 条 幅

　
　
東
林
　  

藤
巻
　
桂
泉

　
　
書
学
　  

古
川
　
成
子

　
　
書
学
　  

奥
島
　
彩
舟

　
　
水
茎
　  

山
中
　
容
子

　
　
芳
野
　  

山
川
智
恵
子

　
　
九
書
　  

山
崎
美
須
子

　
　
書
学
　  

藤
村
あ
ゆ
み

　
　
茉
友
　  

菊
島
　
克
枝

　
　
紅
彣

  

竹
田
　
友
香

　
　
容
弘
　  

増
山
あ
ゆ
み

　
　
游
山
　  

牧
岡
　
牧
子

　
　
書
学
　  

細
川
　
美
帆

　
　
九
州
　  

大
久
保
し
の
ぶ

　
　
唐
扇
　  

井
上
　
　
潔

　
　
書
学
　  

清
水
　
有
紀

　
　
春
水
　  

伊
達
　
宏
子

　
　
長
湫
　  

市
川
　
佳
泉

　
　
書
学
　  

板
屋
　
幸
子

　
　
和
　  

中
村
　
珠
香

　
　
書
学
　  

鈴
木
　
　
紫

　
　
野
中
　  

稲
葉
　
青
風
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今月の優秀作品 か な 条 幅
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今月の優秀作品新 和 様 条 幅

　
　
京
都
　  

奥
村
　
匡
子

　
　
百
合
　  

外
山
　
香
風

　
　
Ｍ
Ｍ
　  

市
川
　
華
泉

　
　
蘭
燈
　  

山
㟢
　
燈
水

　
　
新
書
　  

内
山
　
　
薫

　
　
水
茎
　  

神
㟢
　
利
佳

　
　
野
沢
　  

高
柳
美
佐
恵

　
　
九
書
　  

石
橋
　
栄
子

　
　
書
学
　  

樋
口
　
義
広

　
　
書
学
　  
山
㟢
　
幸
恵

　
　
水
茎
　  

大
島
　
絹
子

　
　
市
川
　  

田
辺
由
香
里

　
　
長
倉
　  

阿
部
　
宏
美

　
　
兵
庫
　  

谷
垣
　
昌
代

　
　
横
浜
　  

荒
井
　
霞
芳

　
　
書
学
　  

槻
木
　
親
二

　
　
洗
心
　  

村
松
　
永
好

　
　
香
竹
　  

天
笠
利
衣
子

　
　
梧
星
　  

岡
本
　
恵
泉

　
　
杏
花
　  
鈴
木
　
　
亨

　
　
森
野
　  

青
木
　
　
努
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今月の優秀作品 実 用 書



今
月
の
優
秀
作
品

45

今月の優秀作品 実 用 書



今
月
の
優
秀
作
品

46

今月の優秀作品細 字

習志　  安葊　清翠

岩手　  渡辺　泰安

書学　  小島　黄雪

書学　  尾㟢美和子

書学　  國吉　利典

書学　  山根美枝子

書学　  宮下　香奈

市書　  森　　留美

書学　  海老名恵実子
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今月の優秀作品 篆 刻・ 一 字 書 審査評

随
意	

（
ふ
）

審
査
評
￨
松
岡

　雪
華

詩
情
や
筆
遣
ひ
の
極
意
を
知
る
平
が
な
表
現

規
定	

（
像
）

審
査
評
￨
松
岡

　雪
華

書
美
の
真
髄
を
求
め
る
漢
字
の
一
字
書

審
査
評
￨
秋
山

　凌
雲

規
定	

「
意
先
筆
後
」

随
意
「
抱
月
」

愛
山
　
高
田
　
佳
桜

　気
を
衒
わ
ず
自
然
で
深

い
運
筆
に
よ
り
、
滋
味
溢
れ
る
作
品
と
な
っ

た
。
墨
色
も
良
く
、
押
印
に
よ
り
作
品
が
安

定
し
た
。

湘
花
　
阿
部
の
り
こ

　中
心
に
寄
せ
た
軽
妙
洒

脱
な
構
成
で
、
骨
力
あ
る
線
が
魅
力
的
。
最

終
画
の
位
置
が
全
体
を
引
き
締
め
た
。

厚
木
　
田
中
　
白
砂

　緩
急
自
在
な
伸
び
や
か

な
曲
線
が
紙
面
に
広
が
り
、
墨
色
の
変
化
と

と
も
に
自
然
な
風
趣
を
醸
し
出
し
た
品
致
に

富
む
作
品
。

書
学
　
木
村
　
香
織

　字
源
の
「
不
」
を
意
識

し
た
一
画
目
か
ら
の
自
然
な
流
れ
が
筆
鋒
の

冴
え
で
最
終
画
ま
で
繋
が
り
、
骨
力
豊
か
な

作
品
と
な
っ
た
。

水
茎
　
鶴
渕
　
雅
子

　筆
の
開
閉
に
よ
る
骨
力

豊
か
な
線
画
大
き
く
紙
面
を
捉
え
る
。
暢
び

や
か
な
最
終
画
が
作
品
に
余
韻
を
与
え
た
。

伊
賀
　
山
田
　
善
永

　筆
圧
の
変
化
に
よ
る
線

の
疎
密
の
変
化
と
潤
渇
に
よ
る
分
間
、
余
白

が
作
品
に
明
る
さ
を
与
え
た
。
雅
印
や
や
大

き
い
か
。

九
書
　
長
谷
川
裕
美

　草
書
体
の
造
型
を
左
寄

せ
の
構
図
で
立
体
的
に
表
現
。
墨
量
の
加
減

と
緩
急
に
よ
る
線
の
太
細
の
変
化
が
見
事
。

運
筆
の
呼
吸
が
伝
わ
る
作
品
。

松
　
角
田
　
茅
水

　偏
旁
の
構
成
に
一
体
化
を

み
せ
、
筆
脈
の
流
れ
を
巧
み
な
運
筆
で
表

現
。
墨
色
も
良
く
、
安
定
感
の
あ
る
作
品
と

な
っ
た
。

水
茎 

青
戸
佑
き
こ

楕
円
の
中
に
手
偏
を
中
央
に
大

き
く
配
し
、「
包
」「
月
」を
左
右
に

バ
ラ
ン
ス
良
く
配
し
た
。「
抱
」の

字
の
別
形
も
見
て
み
た
い
。

新
書 

宮
城
　
康
湖

刀
法
に
筆
意
が
あ
る
。
細
部
ま

で
目
が
行
き
届
き
完
成
度
が
高

い
。
落
款
も
味
わ
い
深
く
、
書

刻
が
一
致
し
た
作
。

書
学 

髙
見
　
敏
久

刀
が
良
く
切
れ
て
い
て
線
質
も

強
い
の
で
、
ス
カ
ッ
と
し
た
爽

や
か
さ
が
あ
る
。
横
画
に
更
な

る
研
究
を
。

書
学 

大
川
　
敦
士

分
間
に
留
意
し
て
慎
重
に
刀
を

す
す
め
た
温
雅
な
作
。
内
輪
郭

は
も
う
少
し
太
く
し
て
も
良

か
っ
た
か
。
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。


